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はじめに

本紀要第17号において、「被服製作実習を支援する授業展開についての試みJと題し、授業

の中で被服を解体することによって、被服構成についての理解を深め、さらにその後の被服製

作授業での創作活動をいかに手助けできるか、という目的で実験を行った結果を報告した。

(注1)

結論としては、被服の解体作業そのものが初めてである被調査者が多く、新鮮な驚きを持っ

てその構成を確認し、理解を深めていたことが見受けられた。しかし、課題として、解体する

不要服の選定の徹底、解体後の解説を丁寧に行うことや配布資料の質問に対する考え方の誘導

の必要性などが挙げられた。

よって、今回は解体前後の専門用語の説明の徹底、配布資料への気づきの書き方の指導をよ

り丁寧にすることで、今後の被服製作実習を支援する、被服構成の理解力と被服を正確に観察・

分析できる力を養うことを目的として、実験及び、調査を行った。

先行研究と被調査者の現状について

昨年もいくつかの論文を挙げているが、小・中・高校の段階における被服製作実習の報告は

多くみられる。ただし、大学生を対象にしたものはあまり見受けられず、介護福祉士を目指す

短大生に対する介護服に関わる被服製作実習の報告や、コンピュータを用いた製図についての

報告が見られる程度である。

さて、被調査者は事前の調査によると高校での家庭科の授業では主に食物に関わる実習はし

ているものの、被服実習をしたという学生は少なかった。昨年は家政系の高校出身者もいたが、

本年の調査結果を分析する際にはこの点をふまえての考察が必要である。また、中学校でもあ

まり被服実習の機会がなく、ミシンを使用した授業は小学校までさかのぼるという被調査者も

いた。しかし、普段からミシンを用いて小物を作る趣味を持っている学生やアパレル、ファッ

ションに興味を持っている学生は昨年よりも多いため授業に対する態度が大変まじめで、不要

服をほぼ全員が持参していた点が特記すべき被調査者の現状であるかと思われる。

方法

1)調査対象

広島女学院大学で行われるファッション・デザイン実習II(洋裁)を受講する学生24名
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2)調査日

2010年10月5日

3)方法友び改善点

①被服構成に関する基礎知識の習得のため、洋服(シャツ・パンツ -スカート)の部分名称を

解説する配布資料 (図1)を用い、講義を行う。 調査者は講義を聞き、配布資料に用語を記入

する。
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図1洋服の部分名称を確認する配布資料(注2)

昨年と比べての配布資料の改善点は、スカートの図が後ろ身頃をさしている点を追記するこ

とと、それぞれの部分名称を書きこむ引き出し線に番号を振ったことである。このことにより、

口頭での説明を聞いての書き込みがしやすくなり、 同時に部分名称について理解しやすくなっ

たものと考えられる。

また、ワンピースデザインにも使用できる部分名称やデザインに関する用語について、昨年

は記載された用語のみを用い、黒板にイラス トを書くことで形やシルエットを教示したが、今

年はイラスト入りの配布資料(図2)を用い、より深い理解を促した。
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図2シルエットや衿ぐり、袖の長さなどを確認する配布資料(注3)

確認した用語は、シルエットについてはストレートシルエット・フィット&フレアシルエッ

ト・テントシルエット・逆三角形のシルエットの4用語を、切り替えについてはセンターライ

ン・プリンセスライン・パネルライン・ノーマルウエスト・ハイウエスト・ローウエスト・ヨー

クの7用語を、ネックラインについてはラウンドネック .uネック・ボートネック・スラッシュ

ドネック・オープンフロントネック .vネック・ダイアモンドネック・ハートシエープトネッ

ク・スカラップネック・アシメトリックネック・ストラップレスネック・オフショルダーネッ

ク・キャミソールネック・オブリークネック(ワンショルダーネック)・ホルターネックの15

用語を、袖(スリーブ)については、ノースリーブ・ハーフスリーブ (3分丈 .4分丈)・エ

ルボーレングススリーブ・スリークオーター(プレスレット)スリーブ・リストレングススリー

ブ・セットインスリーブ・ドロップトショルダースリーブ・エポーレットスリーブ・ラグラン

スリーブ・ヨークスリーブ・ランタンスリーブ・タックスリーブ・フレアスリーブ・レッグオ

ブマトンスリーブ・ビショップスリーブ・ドルマンスリーブ・シャツスリーブ・キモノスリー
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ブ・パットウイングスリーブ・ナチュラルアームホール・アメリカンアームホールの22用語を

確認させた。

昨年より用語の数を減らし、一般的あるいは学生がよく目にするであろうものを取り上げた。

特に本年は実際にラグランスリーブやドルマンスリープの上衣を着用して授業に臨んでいた学

生もいたことから身近なデザインとして理解を深めさせることができた。

②被服構成に関して気付きを促す配布資料を用い、学生それぞれに被服の解体を行わせる。解

体する被服は各自の家で廃棄する予定の不要服を使用する O 配布資料の項目は以下の内容であ

る。

<裁断する前に>

・持参した被服の種類(名称)を色柄、素材とともに記入

-何枚の布を合わせてその被服ができているか、予想パーツ枚数を記入

.付属品の種類と数をすべて記入

<裁断後>

・何枚の布に分断させることができたか、パーツ数を記入

・袖ぐりの形を見て、印象変化を自由記述

・衿ぐりの形を見て、印象変化を自由記述

・そのほか、解体被服の観察を通しての自由記述

③全員が配布資料に記入が終わったのを確認し、解体した被服を用いて、被服の部分名称の再

確認と解説を行う。

4)使用した道具

不要服、裁ちばさみ、糸切りばさみ、リッパ一、定規

写真1作業の様子 Tシャツを解体する被調査者
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結果及び考察

1)解体した被服について

被調査者が持参した被服は、長袖シャツ・ブラウス9点、半袖シャツ・ブラウス6点、長袖

ポロシャツ 1点、七分丈袖ブラウス l点、五分丈袖ブラウス2点、半袖カットソー l点、デニ

ムパンツ l点、ショートパンツ 2点の計23点であった。 l名を除いて全員が持参しており、持

参された被服はすべて女性ものの被服であった。また、高校の制服のブラウスを持参する被調

査者が今回は目立った。これは衿のついた被服を所持していない、ととらえるべきか、あるい

は所持はしているものの、不要服とは言えない、ととらえるべきか、さらなる選定基準の明瞭

化が必要であると言える。仮説としては、高校卒業後私服で大学生活を送る中で、衿のある被

服は堅苦しいイメージがあるため、新たに購入する際選定されることがなく、結果所持数が少

なくなっているのだと考えられる。これについては今後の調査において、質問項目を増やすこ

とで明らかにし、大学生の衣生活に関する傾向を知る手掛かりとして活用したい。

ともかくも、昨年の結果をふまえ、今回は事前に「ブラウス・シャツなどボタンと衿のつい

ているもの・ホックとファスナーのついたスカートあるいはパンツJを持参するよう指示を出

していたため、ほほ統ーされた種類の被服であった。このことにより、今回は衿ぐりや袖ぐり、

前立て、袖の形状などの構成理解に適切な被服が持参されたと思われる。

ただ、デニムパンツ、ショートパンツについては解体後時間の都合上解説ができなかった。

これについては、今後の課題としたい。また昨年も課題として挙げたが、グループを事前に作

り持参する被服の種類を増やし、更に、被調査者本人の解体した被服だけでなく、他の被調査

者の解体した被服も回覧し、様々な被服の構成を確認する時間を設けるとより理解を促すこと

ができると考えられる。

2)被服構成パーツについて

①解体前と解体後の被服構成パーツ枚数について

被調査者は被服解体前にまず被服を5分程度観察し、構成パーツ枚数を数え、配布資料に記

入を行った。

その後、実際に解体したのちはそれらを広げて、実際の構成パーツ枚数を数え、記入した結

果は以下のようになった(表1)。

昨年同様、ほとんどの被調査者は実際のパーツ数より少ない数を解体前に記入している。や

はり普段何気なく着ている被服がどのように縫い合わされ、作られているかについてはあまり

考えたことがないようである O
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また、今回は授業終了後に、正しく被服パーツを数えることができているかの確認も行った。

それが、表の実際の数の欄で示された数字である。今回ブラウス、シャツを持参した被調査者

が多かったため、衿やカフスに貼り付けられた接着芯について理解を深める機会となった。そ

こで、接着芯もパーツとして数えるように指示したため、予想よりもはるかに多いパーツ数に

なった被調査者が多くなったのである。また、正確に接着芯まで数えられていない場合や、カ

フスなどl枚の布を折り畳んで袖を挟み込んで取りつけてあるパーツについては2枚の布が重

なっていると勘違いをして数えられていない場合などが確認後わかった。これをふまえ、今後

の試みでは接着芯について事前に指導し、被服においてはどういった場合に使われているかと

いう説明の後解体を行うことでより正確な予測が立てられるようになると思われる。

さらに、今回は持参した被服の種類(名称)と色柄、素材についても確認させた。これは解

体後に被調査者の記入したデータと写真資料の照合をするためであったが、授業の内容として

素材や織り方による手触りの違いを確認する作業を回覧によって行うことで、より被服材料へ

の関心を強めることができると考えられる。今後の課題としたい。また、解体前の写真と解体

後の写真の比較も行い、視覚的な変化についても印象を聞くことも理解の度合いを確認する上

で必要なことであると思われる。

解体前 解体後 実際の数 被服の種類

8 24 31 A長袖シャツ(白と茶のチェック・綿)

8 11 13 B半袖シャツ(白とベージュ・ポリエステル)

8 25 25 C半袖ブラウス(白無地・綿)

12 25 28 D長袖シャツ(赤と青のチェック・綿)

10 10 10 E長袖ブラウス(白無地・綿、ポリエステル)

18 30 31 F長袖シャツ(黄と自のチェック・綿)

11 30 35 G長袖シャツ(ピンクと黒のチェック・綿)

未記入 30 35 H長袖シャツ(ピンクと黒のチェック・綿)

8 35 47 I長袖ブラウス(赤地に自の水玉・ポリエステル)

14 25 23 Jデニムパンツ(青・綿)

17 26 40 Kショートパンツ(黒無地・綿、レーヨン、ポリウレタン)

13 30 33 Lショートパンツ(カーキ無地・綿、レーヨン)

12 17 19 M半袖ブラウス(白地に黒の水玉・ポリエステル)

13 19 20 N長袖シャツ(クリーム無地・ポリエステル、綿)

14 46 28 0五分丈ブラウス(白地に青黄の小花柄・綿)
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解体前 解体後 実際の数 被服の種類

3 10 10 P半袖シャツ(灰無地・ポリエステル、綿)

6 20 23 Q長袖ポロシャツ(オレンジ・締)

9 26 20 R長袖シャツ(白地に青チェック・綿)

8 14 14 S半袖ブラウス(白無地・ポリエステル、綿)

10 20 23 T長袖ブラウス(水色無地・綿)

19 27 31 U半袖カットソー(白地に黄のボーダー・綿)

11 26 24 V七分丈袖ブラウス(白地に青のストライブ・ポリエステル、綿)

9 12 14 W半袖ブラウス(白無地・ポリエステル、綿)

12 17 15 X五分丈袖ブラウス(白・綿)

表 1 被服解体前と解体後の構成パーツ数の変化

q付属品について

今回は付属品についても配布資料に記述するよう指示をした。被調査者は解体前に被服につ

いている付属品を確認し、その種類と数を記入した。

これは持参した被服は布以外のどういったもので構成されているのか、必要であるかを確認

するために行ったことだが、シャツ、ブラウスを持参した被調査者が多かったため、閉じよう

な記述内容になった(表2)。

被服の種類 付属品と種垂直

A長袖シャツ〈自と茶のチェックa綿〉 ボタン191固く4つプで141回"2つ穴51国〉
タタ2枚

B半袖シャツ〈白とベージュ・ポリエステル〉
ポ担ン61固(2つ穴51圏、予備11固〉
'9ク目2枚束111し申うワッペン2枚

G半袖ブラウス〈白無地・車南〉 ボタン41困(2つ穴:41固〉

D長袖シャツ〈赤と脊のチェャク・綿〉
ボタン101困(4つ穴10個〉
タタ1枚

E長袖ブラウス〈白書聖地・車良ポリエス7')レ〉 ボタン61固タタ3枚

F長宇宙ンャツ〈賞と自のチェ、yク・綿〉
ボタン11個 (4つ穴10個、予古宮11固〉
タタ2枚

G長袖シャツ〈ピンクと黒のチェック a綿〉
ボタン15個 (2つ1¥:151固〉
タタ 2枚

H長袖シャツ〈ヒ・ンクと黒のチェック・綿〉 ボタン15個 (2つ穴15個〉

I長袖ブラウス〈赤地1;:自の水玉・ポリエステル〉
ボタン14個〈足つき14100
フリ)1，.10穆Z

Jヂームパンツ〈脊=綿〉 ボヲン71固ファスナ-1本

陀ノョートパンツ〈黒書聖地・車良レーヨン、ポリウレタン〉
ボヲン31固(4つ穴21凪 2つ穴11固〉
タク 2平交ホ、ジク1セット

じノョ トパンツ〈力ーヰ籍地・綿、レーヨン〉
ボタン61固〈くるみボタン61固〉
タタ2枚ファスナ 1本
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M半袖フラウス〈白地に黒の水玉・ポリエステル〉
ボタン6f闘(4つ穴6ffi)
タク3枚

N長袖シャツ〈ク1)ーム無地ーポリエステ ル、繍〉
ボタン10f固(4つプて10ffi)
タタ2枚

0五 分 丈ブフウス〈白地に青賓の'J、イヒ柄 ー綿〉 ボタン14個 (4つプひ 4ffi)
タク3枚

P半袖シャツ〈灰無地・ポリエステル、綿 〉 ボタン5f固(4つ穴5個〉
タク2枚

Q長 袖ポ ロシャツ(オレンジ・綿〉
ボタン10個 〈大 7"00..小 1f圏、大予備lf恩
'J、予備1ffi) タク2孜

R長 袖シャツ〈白地に膏チェック・綿〉 ボタン10f圏タク2枚

s半袖フラウス〈白無地・ポリエステル、綿〉 ボタン6f困(4つ穴6ffi)

T長 袖 ブラウス〈水色無地・綿〉
ボ タン12f困(4つプ立12個〉
タグ2枚

U半 袖力ットソー〈白地に黄のボーダー-綿〉
ボ タン5f圏(4つ穴5f薗〉
タタ2枚茸僻J紐1本 J、トメsf固

V七分丈袖ブラウス〈白地に膏のストライブーポ リエステル、綿〉
ポ タン7f圏(2つ穴7個〉
タク3孜

W半袖フフウス〈白無地ー ポ リエステル、綿〉 ボ タン7個 (4つ穴7f固〉

X五 分 丈袖ブフウス〈白ー綿〉 ボタンsf固タタ3枚

表 2 被服の種類と付属品一覧

衿つきのカットソーを持参した被調査者は、装飾のロープ状の紐やそれを通すためのハ トメ

についての名称が分からない様子であった。付属品の名称を正しく知るこ とで、自身が被服を

制作する際にどういったものを用いればよいか、想像する範囲が広くなることが期待されるた

め、今後の指導内容に組み込む必要性を感じた (写真2)。

また、フラップイ寸きのポケットが装飾としてついている被服を持参した学生についても同様

のことが言え、形態としてそのものを知っていても被服用語としての基礎知識は現在の家庭科

教育の中では十分に学んできていないことが考察された。

写真 2 ハトメが使用されていた被服 (U)



104 (楢崎久美子)

写真 3 解体した被服のうち最もパーツ数が多かった被服(I)

2)被服解体前と解体後の印象記述内容について

①袖ぐりについて

調査者は解体後に解体前と袖ぐりの印象がどのように変化したかを自由に配布資料に記入し

た。その結果は表3の通りである。

昨年と比較すると、採寸用語や部分名称などの専門用語の使用がまったく見られなかったの

が残念である。昨年に比べたら少なくなったが、質問に対して適切な記述をしていないものが

数名見受けられる。袖自体を広げたときの感想ともいえるものが5名いるため、さらに記述に

おいての徹底した観察ポイントの誘導を心がけたい。

全体としては、しっかりと袖ぐりについて解体前と比較できている学生も半数いることから、

今後のワンピース制作におけるその知識の活用が期待できる。

被服の種類 宇佐K"')の印象の変化

A長袖シャツ〈白と茶のチェック・車吊〉 まっすく目だと思っていたけれども解体すると斜めだった

平由ぐりの形が」んないも丸みがあってびっくリしました。思っていたより
B半 袖シャツ〈白とベージIューポリエステル〉 も一つ 一つi 裁が断変しわたっ服たの形方をl立して丸みい力ま、し強たL。もっと角々していると思って

L 、ましTこ 、と胃‘コラ

C半袖ブラウス(白無地綿〉 レースがたくさんあって切ωはなすのに大変で=した

D長袖シャツ〈赤と青のチェック・綿〉 開くとこλf.J:1こ広いん7こと思っTこ

E長袖ブラウス〈白無地・事息ポリエステJレ〉
まっすぐ→ゆるやかな力ーブ

軒並ぐりは長いように見えるけど広げてみると意外と短い

F長宇宙ンャツ (貰と自のチエ‘ンクー綿〉
宇由ぐりは丸くカーブしているのだと思つでいたが、あまり丸くはなくまっ

すぐで下の方が少しカーブしていた。

G長袖シャツ〈ピンクと黒のチェックー綿〉 着用時はまっすぐだったが裁断すると曲線になった
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H長袖シャツ〈ピンクと黒のチェック・綿〕
袖ぐりの肩から脇まで'平行だと恩つでいたが、肩の吉日泣が曲線になっ
で出っ張っていた。

I長袖ブラウス〈赤地に自の水玉・ボリエス予 患っていたよりも丸くなかった。裁断しでみると穴が思っていよりも大
Jレ〉 き力、っT己。

Jデニムパンツ〈脊・綿〉 袖ぐりなし

Kショートパンツ〈黒書聖地・車馬主レーヨン、ボリ
袖ぐりなし

ウレタン〉

仁ショートパンツ〈力ーキ無地・綿、レーヨン〉
(1，也の人の解体したシャツを見で〉自分が想悔していたより切子Jロがな
なめ

M半袖ブラウス〈白地1;:黒の水玉・ポリヱステ J思っていたよりも曲線になっていた。半袖ほったので袖がほl詰!三角形
)[，) になっていたので'篤いた。

N長袖シャツ〈クリーム源地・ポリエステル、
斜めになっている。付け恨の方が太く、だんだん細くなっでいる。

車吊〉

0五分丈ブラウス〈白地1;:脊賞の小花柄・
案外短かった

車車〉

P半袖シャツ〈灰無1也・ポリエステル、綿〉
もう少し穴きい曲結112と恩っていたけれど患ったよりも小さく円で‘1;1:な
かった。完全な円の形ではなかった。

Q長宇宙Hロシャツ〈オレンジ・綿〉
丸く、クルっとなっているように見えたけれど、切り開いてみるとタiネ
タネ曲がっていたa

R長袖シャツ〈白地lこ膏チzック・綿〉 丸い曲線のラインになっている

S半袖ブラウス〈白探1也・ポリエステル、綿〉 小さなカーブだと足、ったがかなり山のあるわん曲だった

広げる前はもっとぴちぴちで司余裕のないような布だと思っていた。分
T長袖ブラウス〈水色無地・事自〉 解しでみりしたたら要、し因わだもとあ恩まいりまなしいt1:.よaうで、縫製がしっかりしていてこれが

ひった

U半袖力、ジトソー〈自1也に賞のボーダー・綿〉 患っでいたより急カーブだった。広げでみると思ったより大きい。

V七分丈袖ブラウス〈白地に脊のストライブ・
見た目は変な形t2と恩っていたし、直角1;:くっつけないとできないと

ポリエステル、綿〉 思思つっでたL、たけど、まっすぐ付くし、輸にすると袖になるのでおもしろいと

W半袖ブラウス〈自無1也・ポリエステル、語障卦 裁断してみたら形が山型になっていた。

X豆分丈袖づラウス〈白・車寄卦 未記入

表3 袖ぐりに関する印象変化

②衿ぐりについて

調査者は解体前に被服の衿ぐりの形について、観察を行い、その印象を自由に配布資料に記

入した。

その後被服解体を行い、解体後の衿ぐりを確認し、その印象を配布資料に記入した。その結

果は表4のとおりである。
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被服の種類 衿ぐりの印象変化

A長袖シャツ(白と茶のチェッウ・出自〕 一本でできていて両2勧1とがっていた

B半袖シャツ(白とベーシ"ュ・ポリエステル)
患っていたより長く、あまり丸みがない。2枚の布でできてい

た。

C半袖ブラウス(白無地・綿) 持くりはありませんでした

D酎由シャツ(赤と青のチェック・綿) 開いてみると長くそしてとても丈夫に作られていた

E長袖ブラウス(白無地・品取ポリエステル) 符ぐりはゆるやかな力ーブ、もっと丸いのかと思った。

F長袖崎ンャツ(賞と自のチェック・綿〕 将ぐりはまっすぐで端の方が少し丸みがかっていた

G長袖シャツ(ピンクと黒のチェック・綿) 直線|こしてみると思ったより ~ftかった。

H長~iIf.ンャツ(ピンクと黒のチェック・綿) 延ばしてみて意外と短いと感じた。符より厚みがあった。

l長袖ブラウス(赤地に自の水玉・ポリエステル) かなりシンプルな感じ

Jデニムパンツ(膏・綿) 衿ぐりなし

Kショートパンツ(黒無地・忠清レーヨン、ポリウレ担ン) 持ぐりなし

Lショートパンツ(力ーキ無地・車取レーヨン)
(他の人の解体したシャツを見で)符の形|こよって符ぐりの形も
変化していました。

M半袖ブラウス(白地|こ黒の水玉・ポリエステル〕
前の将ぐりと後ろの符ぐりの曲線の具合が患っていたよりも大

きく違った。結構差があった。

N長袖シャツ(クリーム無地=ポリエステル、綿)
意外と狭い。衿がチャイナ力フーで常に見えていたのでとくに
印象は変わらなかった。

。五分丈ブラウス(白地に膏黄の小花柄・綿) 案外使用枚数が多かった。

P半~iIi:ンャツ(灰無地・ポリエステル、綿) 裁断する前の方が少し小さく感じた。符は長方形I~近い。

Q長袖ポロシャツ(オレンジー綿)
あまり真ん中と端の太さが違うようには見えなかったけれど、

結構太さの差があった。

R長袖「ンャツ(白地に膏チェック・綿)
長方形だと思っていたが、端は丸みを帯ひたラインになってい
る。

S半袖ブラウス(白無地・ポリエステル、綿) 結構曲がっていると恩ったらまっすぐだった。

拐なので安っちい作りなのかと思っていたけど接着芯が入っ
T長袖ブラウス(水色無地・錦) ていたり、折りi亙しには2枚布が使われていたりとても手が込

んでいて鴛きました。

U半袖力ットソー(白地に貧のボーダー・綿)
たくさん縫ってあり、強く作られていた。4枚くらい布が重なっ

ていた。

V七分丈袖ブラウス(白地|こ青のストライブaポリエステル、綿)撞着芯もあって、二重になっているので意外に頑丈だった。

切快J取ってみるとこんな形でくっついていたんだなと患った。服
W半袖ブラウス(白無地・ポリエステル、綿) |こくっついているときは曲がつでいたけど切り取ってみると直

線でした。

x五分丈袖ブラウス(白・綿) 1;伎が重ねて縫われていると恩っていたが、裁断すると中に援

着芯とL、う布が入っていてびっくりした。

表 4 被服解体前と解体後の衿ぐりに関する印象変化
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こちらも袖ぐりの記述同様、昨年と比較すると部分名称や専門用語を使つての記述が見られ

なかった。また、衿ぐりではなく、衿の形そのものについての記述をしたものが見受けられた

ので、衿ぐり位置の確認を徹底した上での記述を促す必要性の高さを再認識した。同時に、衿

の形自体もやはり見慣れていなしミからそちらのついての記述をしてしまうのであるならば、そ

れについて書く項目を増やすことも検討したいと思う。

そもそも衿を首に締麗に添わせるためにどのようなカーブが必要なのかという理解を深める

ためにこの質問項目を置いているが、被調査者の記述からは半数程度の理解しか得られていな

いように考えられる。

また、記述の書式についてであるが、提出することを前提としているにもかかわらず、報告

調の文体ではないことが昨年からの課題であった。今後配布資料の構成として、空白に自由に

記述させるのではなく、空欄を設けたり、表にして罫線をつけたりすることで、単なる感想、で

はなく、他人が読む文章であるという意識を芽生えさせ、今後の被服製作のコンセプト表記や

社会生活における報告文書作成の際の一基準として役立てさせたいと思う。

3)被服解体後の印象について

被服解体作業終了後、調査者に改めて解体した構成パーツを大きく広げさせ、観察を行わせ

た。さらに、解体した被服を使って、見返しの確認や衿の形、袖についてなどの解説を行い、

それに合わせて、それぞれのパーツについて自ら解体したものを指し示し、更には解体したパー

ツに「袖H後ろ身頃JI前身頃JIカフスJなど部分名称をチャコベンで書くよう指示も行った。

昨年の結果及び改善点を活かし、 3名の解体した被服を用いて、上衣について、複雑な作り

のもの、そうでないもの、さらに下衣の解説も詳細に行った。更に解体した被服に自身でその

名称を書くことで、縫い合わせる前はどのような形であるかを印象付け、同時に、ワンピース

制作の際のしるしつけ、裁断の場合でもそういった作業を行うことで、パーツを正しく構成し、

完成させることができるということへの理解の深まりを狙った。

全ての作業を終了した後、解体作業全体に関する印象を自由に記述してもらった。結果とし

て、昨年よりも感想が詳細になったことから、ワンピース製作を控える被調査者の被服構成パー

ツの理解はおおよそ深まったことがうかがえる。解体前と解体後の自身の被服に関する考え方、

理解の変化について書いてあるものが目立ち、授業展開の試みは大体において、成功であると

言えるであろう(表5)。
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由 、"匡

そんなに世壷帥『ないと且ったが、意タ十と争くのパーツかもなっていることが分力、つ
A長袖シャツ〈自と茶のチェック・瑚〉 た.s阻を裁断したことが今までになかったので、服白押リを知ることがでぎてよ

也、弓:l t~o

見返しは丈夫にするた曲に2佐重ねて1世田布になっていました.布団すごく清
目半袖シャ-パ自とベージュ・ポリエステル〉 い有甘ξったけど、縫っているところやポ9"./、刺しゅう部分はとても丈夫にヰレイ10

諸い合わされてあったので、裁断力、世し大変でした.

C半袖ブラウス〈自無地・急即
世ない散の帯主t2と思つでいたけれど、切ってみると思いの外争力、勺たので駕曹ま
した.レースをよく見ると細かくて服を作ると君大変だろうなと思いました，

D長袖シャツ〈赤と青白チェッヲ・醐〉
語断前はつながっていると思つでいたものが2故になったり3故になっていたり」
て駕宅島、ました.

E~是抽ブラワス〈自京地・車且ポリエステル〉 広げて尋るとパーシ町一つ一つがとでも小さく尭乱ユる.裡雑なヂ刊ではなか勺た。

最初I~ 全部で可 8者げζと思っていたが、実際裁断Uでみると30控も高って漕い
F長袖シャツ〈貫と自のチエッチ調〉 た。力ヲスと二時と、フ手シブ10接着:t:>伊ついていで丈夫にして晶った。たくさんの

J~- '.:Jからできていた。

G長袖シャツ〈ピンヲと黒田チェッ0・車軸
袖向片方ずつが考えていたより穴きかったです。後る身明、前身明は裁閉しでみ
るとョンパヲトでした.

H長袖シャツ《ピンヲと黒田チヱッヲ摘。
裁断する前，.小さいブラつスだったが、裁斬すると穴きく感じた.金でをつなぎ合
わせるときに形を合わせるζとが大切たと熔じた.

裁断する前は閣単なfF'Jな服lt~と思っていた由に、明ってみたら35桂品、う結果
Z長袖ブラウス〈帯地lこ自由水玉ポリエステJレ〉 でびっくυでした.安い服だった由に、かなり手匹肋、かかっただるうと思った.私に

I~押れない服でした・.

Jヂ=ムパンツ〈膏まJI!)
有柏、f可技も重なってて頑丈にされていた.方つ1つが細かい.裁断した世心が軽
くなラた.ファスナー回目的、5枚も帯拍吋EわれでL、た.

曲輔が曹つく、骨厚く丈売にできていた。使われでいる布団暗掛かなり穴きい』

Kショートパンツ〈黒源地-~且レーヨン、ポリつレタン〉
とが分かつた.だいぶ平たくなった。装蹄を一つソつけるとそれだけ布団曜が増

えとaる哩っ.争たけ時申どJ予ミ想ーツしはたつ争時も、りqだkっeたけどそれより争かった。シンプルなデザイン誌

LVョートパンツ《カーキ無地-$Ilレーヨン〉 思って"たよりパーツ出抽『争い品、うこと。布10裏布がついていたこと。

M半袖ブラつス〈自1也1::黒由水玉・ポリエステJレ〉
フリルが思っていたよりも畏かった。一度フリルを畠』て止晶で長ぎを合わせてい
ることが分か9た.

N長袖シャツ〈ヲリーム無地・ポリエステル、 S冊 未記入

口五分丈ブラウス〈白地'"膏賞の小花柄輔〉
前冨ーヲだけJV;む君、イ可かよ〈わからなかった.かなり複雑な作υになっていた
ということがわかった.疋から切る申が穴l!V<ξ9た.

P半袖シャシ〈民無地・ポリエステル、調〉
台リ畳拘んがで足い、勺たでもいのたでよしリたも.富田肩〈、と裁背由断すギるャザ前ーははJ.;IJjそrξ由と患まっまて纏いわたれ.て均いフまスしI~た守.相ど時ζ折も ! 

強曲く、けすでるたいな申い2~と闘はころ纏もわ畠れ勺でkい.)て布の哉ち目 I~ロッヲミシンをかけて高りました.

とにかく魂拍可たく8ん便ってい高ると恩ヲt;.見えないところにも布が官寄っている

日長宇宙iてロシャツ〈オレンジ・急時白 U、T量る身明町とこるが2分裂」ていた」、こだわって高る臓だなと患った.晶と、
意のも外骨と舟か油9、k切eれなかった.s日が破れたりすると曹はすごい力が加わるんだとも、う

R長袖シャツ〈白地1:膏チZ'ν?-寄刷〉
布同士を暗い合わせるだけでなく、布端を先油、でないよう10串で舗われでL、る.
思ヲでいる以上に2故田布が合わせで1つ申パーツになっでいるものが高った.

裁断する闘はヨレヨレ由簡単な構造のものだと思。ていたが、裁断しでみると

S半袖ブラウス〈白黒地・ポリエ旦テJレ、事情
思ったところにパーツが重なヲでいたりしで意外に噌えられで作られていたんだ

なたと.他思っ国た胞。も自裁分断がし着てでみいたたい服と思に司こたんなにも色。唱えられていること10ひっくυし

T長袖ブラウス(>J<色無地・審理由
シンプルな作り())シャツを選んだつもυだったけれど、特にはいくつもの布が偲わ
れでいたし、遣い合わせの部分はいくつにも鐘9で高ヲた由で駕きました.

ベルト T の部分が2枚重拍 10なっでいたとI~思わなかった。特の部分や前立で
U半孝副ヨットソー〈白地10貴由ポータ--1冊 申部分は2-4枚目布IJ'慎われており、分解することがで曹なか-:>to:.。ローヲを通

して高るところの布はよく押ひる有曲、使われτいた.

こんなにもたくさんの布を合わせてブラウスができでいるとは思っていなかった.
V七分丈抽プラつス〈白地10膏由ストライヲ・ポリエステJレ、醐〉 買いた固では争〈感じないし、裁酎でこんなにも時F働伊かかったので実際押・9たら

も9と目寺再肋明、力、9τ大m:アξと思うた.

裁断する前I~こんなに布が合わせもれでいると恩つでいなかったのでびっくりし

W半袖ヲラワス〈白黒地・ポリエステル、車冊
た.裁断してみると服としで着ていた時由形と裁断しでみてパラバラ10なった各部
高分た自り克〉詰野会熱i量。でいて裁断しなければわからなかったことが分かった〈時l司令

X五分丈抽ブラウス〈自踊〉
結い圏がすごく細かくて、しかも布が思ったよリも争く重拍で樋って畠ったこと10
駕いた.

表5 解体した構成パーツに関する説明後の全体的な印象
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また、特に今年においては見返しゃ接着芯の発見は学生たちにとってかなり衝撃的だったよ

うである。ただし、前述したとおり、今回部分名称やデザインの専門用語の解説を同じ時間内

に行ったにもかかわらず、自由記述においてその使用が見られないのが残念なことであった。

普段から意識して使うよう、指導をしていく必要が考えられる。

また、未記入の学生も見受けられたため、配布資料の回答欄の工夫も今後の課題であると言

える。

4)授業全体の印象記述について

筆者の授業では授業の終わりに授業全体を振り返り、どういったことを理解したかなどの感

想を書かせている。昨年同様この調査日の授業においても行い、被服解体について記述したも

のを表6として挙げる。

裁断したことで新しい発見ができました。

ブラウスの構成について、 1設の布を使って折り返して2枚になるようにしでいたり、 2枚の布を重ねて1枚にしていたり、所主才追って
いでおもしろかった。小学校の制限のブラウスだったのでパーツや作りは複雑ではなかった。

衣服の裁断に初めて挑戦して、衣服を構成するにはこんなにも多くの布地やパーツが必要なのだと改めて思いました.

高校の制服シャツを解体しました。こんなに開丈にできていて、たくさんの布が侵つであるなんて主ωませんでした。3年間の;干と;戻
がしみ込んでいました〈笑)

服の裁断は最初は重量しかったけど、恩い切ってはさみで切るとだんだんと霊長bくなりました.30伎のもの布からできていたので驚き
ました。

シャツを切断してみて、自分が普段着ている服がとても複雑な作業の元完成しているのだと改めて知りました。シンプルなシャツだけ
れど何十枚もの布を経い合わせてあるので、自分が今後五島罫服もよく観察すべきだなと恩った。

今日の授業は服を裁断〈糸をすべて解く〉という作業をし、すぐにできると思っていたが、 ß~の構成が意外と車田かく大変だった。またたく
さんの布で構成されていて、これを1990同で買ったことに本当に安く感3た(手間がすごくかかっているため〉。

裁断は恩いのほか大変でした。レースの部分も切j取らなければいけなかったのでとても大変でした。一枚の服を作るのにこんなに
もたくさんの布が使われていて、経い合わせているのはすごく大変な作業だなと恩いました。

デニムズボンを糸ぎりばさみでザクザク切っているU占んだんス力ッとしてきました。25枚もミシンで纏うのは大変だったと思います.
頑丈にしたい所は2枚の布を重ねてありました。チャックのところは5孜使われていました。l;)jるのはストレス解消になりました。

思ったよりも服は多くのパーツでできているため、機被での大量生産にせざるを得ないと恩いました。

鼠をバラバラにするのはとても大変だった。予想以上にパーツの多さJ~苦いた。パラすと何がなんだかよくわからないものになってし
まい、元のものがブラウスだとはとでも恩えなかったけど服のパーツはよくわかった.

ブラウスを解体して多くの布をつなぎ会わせてい也来上がっていることlこ気付いた。衿の下に衿くりというものがあることを初めて
知った。1枚のヲラウスを作るにはどのくらいの長さの布を周意するのだろうかと思った.

毎日誌もがみんな着ている服にこんなにも潟、構造があることを船て新たな発見がたくさん見えた。

ブラウスの裁断はたくさんの布でできでいることを知って、一枚で覆うだけではなく聖堂しいと思った。

今日!立シャツを裁断して、恩った以上に色々なパーツからできていることを知りました。こうい機会でないと裁断することもなかったと
思うのでいい機会でした。
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シャツの解体は過去に着でいたシャツを裁断するのが寂しい分、室長断部分の多さ、解体前後のサイズの違いに気付き学んだことも

多かった。

解体は恩っていたより布が多く篤いた。

裁断した後は思ったよりもパーツがあったので、どこについていたのかとひっくりしました.

服の分解は恩ったよりE寺r.勃功、かり、難しかった.服を作ることの大変さがよくわかった.
ブラウスと解体してみて、患っていたよりも布は少なかったけれど、風を作るためにはたくさんのパ ツが必要な』とが分かりました。

漬かしいと高政校めのでブ思ラいウスは夏服たのだた、解め体、ゃはっとlてtりも風しん通どしかのっよさそうな認、ものでした。たくさんの縫い跡があり、頑丈に縫ってあった
んだなあ ましたた たです

服を裁断したのは今日が初めてで、一伎の服を作るのにたくさんの布を鑓って作られていたので、改めて湾きました。

服の解体が重量しかったです。布がTこくさん必要だったので大変でした.

表 6 授業全体の感想、より被服解体作業に関する記述のみを抜粋

昨年は16名中7名、 43.7%の記述率であったが、 24名中22名、 91.6%とほとんどの学生が被

服解体についてのコメントをしている。これは、昨年は2コマ続きの授業のうち、二週を使っ

て、一週日後半に被服の部分名称やワンピースに関わるデザイン名称の確認を行い、二週目前

半に被服解体を行ったのに対して、今年は一週で、 lコマ自に用語の確認、 2コマ目に被服解

体を行ったためである。

内容については、やはりこれまでに被服解体をしたことがないため驚いた、というものが多

くあるが、それは同時に、これまで被服を作ってきていないことを意味すると考えられる。作っ

たことがあるならば、解体をする前の構成パーツ数予測においても誤差は少ないはずであるか

らである。

また、被服構成(被服製作)と販売価格についてを言及したコメントも見受けられ、既製服

の複雑な作りについてだけでなく、作り手や今後の衣生活(被服購入)への新しい視点の獲得

にもこの作業は有効で、あることが考察される。

おわりに

本研究は、昨年!:31き続き、ワンピースという被服製作をその後の授業に控える学生に対し

て、その理解を支援するために、被服解体という作業を行わせた。今年は高校の制服など懐か

しい時代に着用していた被服を持参する被調査者が多かったため、解体することは躍踏するこ

とでもあったようだが、自身の学習のための糧として有効利用できた、と考えることもできる

であろう。
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昨年の結果をふまえ、作業内容を改善して今回の試みを行ったが、被服解体は被服構成を理

解することに大きく貢献しており、昨年よりも理解度が上がっている様子が見て取れる。同時

に、この作業を行うことで、普段の衣生活を再考する機会にもなっていることが分かつた。

ただし、同日に行った被服の部分名称やデザインの名称については活用度が大変低かったた

め、自身の中で用語を獲得し、使用するには同一時間内の展開は早急すぎることが推測される。

つまり、昨年のように用語の学習と被服解体における使用の機会は時間をおいた方が、復習に

もなり、学生にとってより理解を深め、使用を心がける授業展開になると言えるであろう。

今後の課題としては、ワンピース制作のための被服解体であるという目的を学生に伝え、そ

れを意識した上で作業を行わせること、また、自由記述における表現方法の改善、部分名称、

デザイン用語だけでなく、解体する際に出てくると思われる付属品に対する基礎知識の事前獲

得が挙げられる。

最後に、実習授業に際して授業進行及び写真撮影等に協力いただいた植木由香実験実習助手

に感謝の意を表す。

注

1 I被服製作実習を支援する授業展開についての試み~被服解体を通して-J平成22(2010)年3月
広島女学院大学[生活科学部紀要』第17号107-118頁
2 r知りたいことがすぐわかる 1ソーイングの基礎レッスン 手縫い・ミシンソーイング』アップルミ
ント 2008年5月10日 P.21より引用、一部加筆修正
3 r文化ファッション大系服飾造形講座③ ブラウス・ワンピースj文化服装学院編 文化出版局
2000年4月1日 P.l29-P.l31、P.l33より引用
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表1-6 調査表を用いて筆者が作成
写真1-3 広島女学院大学実験実習助手植木由香氏撮影




